
冬学期は主に、 研究機関における食の安全に関する研究活動等について講義いただき、
受講生とともに討議します。
冬学期は主に、 研究機関における食の安全に関する研究活動等について講義いただき、
受講生とともに討議します。

農学部7号館A棟114・115号室
アグリコクーンの授業をとっていなくても参加できます。

アグリコクーンの授業をとっていない大学院生、そして学部生の参加も歓迎します。参加にあたって特別な準備や知識は必要ありません。

お問合わせ アグリコクーン 産学官民連携室
（農学部３号館１階105A）内線28882

TEL:03-5841-8882
e-mail: office@agc.a.u-tokyo.ac.jp
http://www.agc.a.u-tokyo.ac.jp

●ワークショップ「食品中の放射性物質と社会の反応（仮）」
　講師：佐々義子（NPO法人くらしとバイオプラザ21主席研究員、常務理事）
　／小島正美（毎日新聞社東京本社生活報道部編集委員）
　コーディネーター・正木春彦 教授（応用生命工学専攻）

●食品企業における化学分析最前線
　アサヒビール食の安全研究所

●食品安全における基準値と分析法の性能（仮題）

　食品総合研究所　

●安全な食生活をサポートする：動物ワクチンの開発研究
　動物衛生研究所

食の安全ゼミナールⅡ・
食の安全システム演習
食の安全ゼミナールⅡ・
食の安全システム演習

食品安全最前線ゼミ食品安全最前線ゼミ

アグリコクーン
産学官民連携型農学生命科学研究インキュベータ機構
食の安全・安心フォーラムグループ
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今後の予定今後の予定 (最新の情報はHPでご確認ください）(最新の情報はHPでご確認ください）

食品中の放射性物質に関するリスクコミュニケーション：
福島県における実証研究

福島県農業総合センター　副主任研究員　半杭  真一 氏

各回とも
18:30～20：10

平 成

24年度
November
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11月13日(火)11月13日(火)11月13日(火) 137CS


